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ま
ち
の
話
題

幼
小
中
合
同
避
難
訓
練

ま
ち
の
話
題

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

　

６
月
27
日
、
和
木
幼
・
小
・
中
合
同
で
、

小
瀬
川
が
氾
濫
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
蜂
ヶ

峯
、
八
幡
山
に
避
難
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
年
中
児
も
参
加
。
中
学
校
3
年

生
が
幼
稚
園
に
迎
え
に
行
き
、
中
学
校
の
3

階
に
避
難
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
年
長
児
は
、

中
学
校
2
年
生
に
手
を
ひ
か
れ
、
海
抜
20
ｍ

付
近
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、
1
年
生
と
6
年
生
が
ペ
ア
と

な
り
、
校
舎
3
階
に
避
難
し
た
後
、
第
2
次

避
難
と
し
て
、
八
幡
山
公
園
林
道
の
海
抜
20

ｍ
付
近
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

下
山
後
は
、
小
学
生
は
、
山
口
県
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
か
ら
、
中
学
生
は
、
岩
国

地
区
消
防
組
合
中
央
消
防
署
東
出
張
所
の
方

か
ら
、
本
日
の
避
難
に
つ
い
て
の
講
評
と
今

後
実
施
し
て
い
く
上
で
の
課
題
点
等
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
子
ど
も
た
ち
は
、
防
災
給
食

を
体
験
し
、
幼
小
中
の
連
携
を
築
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

小
学
校
に
Ｗ
杯
球
レ
プ
リ
カ
を
寄
贈

　

6
月
27
日
、
和
木
郵
便
局
の
大
宮
局
長
か

ら
和
木
小
学
校
に
、
2
0
1
4
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
で
使
わ
れ

て
い
る
公
式
試
合
球
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
レ
プ
リ
カ
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
は
、Ｗ
杯
と
ス
ポ

ン
サ
ー
契
約
し
て
い
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
が
小

学
校
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
達
に
サ
ッ
カ
ー
に
親
し
ん
で
ほ
し

い
と
、
郵
便
局
の
窓
口
に
飾
っ
て
い
た
も
の

で
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
児
童
会

の
粟
田
翔
斗
く
ん
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
で
い
っ
ぱ
い

遊
び
た
い
で
す
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

幼
稚
園
七
夕
ま
つ
り

　

7
月
4
日
、
和
木
幼
稚
園
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
皆
さ
ん
を
招
待
し
て
七
夕
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
園
児
た
ち
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆

さ
ん
を
出
迎
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
案

内
し
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
は
じ
め
て
会
う

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
少
し
緊

張
し
な
が
ら
も
、
寄
り
添
っ
て
嬉
し
そ
う
に

話
し
た
り
、
歌
や
遊
戯
を
披
露
し
た
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
先
生
か
ら
七
夕
の
お
話
を
聞

い
た
り
、
笹
に
飾
り
を
付
け
た
り
し
て
、
七

夕
ら
し
い
催
し
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、「
園
児
た
ち

と
遊
ん
で
、元
気
を
分
け
て
も
ら
っ
た
」
と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
30
日
、
和
木
小
学
校
の
特
別
支
援
学

級
で
体
験
学
習
が
行
わ
れ
、
平
成
25
年
度
卒

業
生
の
埋
設
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
場
所

を
示
す
陶
板
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
達
が
砂
利
を
敷
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
練
っ
て
基
礎
を
作
っ
た
後
、
濵
本
校
長
に

よ
り
陶
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

陶
板
の
文
字
は
平
成
25
年
度
卒
業
生
の
担

任
の
先
生
と
重
岡
校
長（
現
教
育
長
）に
よ
っ

て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
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片原スミ子さん

掲
載
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す

ま
ち
の
話
題

　

7
月
3
日
、
疫
神
社
の
厄
払
い
の
祭
礼
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
樹
齢
五
百
年
と
も
言
わ
れ

る
御
神
体
で
あ
る
タ
ブ
の
巨
木
に
、
藁
で

作
っ
た
大
蛇
を
巻
き
つ
け
、
神
事
を
行
っ
た

後
、
雨
の
降
る
中
、
当
屋
が
「
疫
病
退
散
、

家
内
安
全
」
と
唱
え
、
榊
で
清
め
な
が
ら
、

一
軒
一
軒
を
お
祓
い
し
て
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
礼
は
今
か
ら
3
5
0
年
以
上
前
に

関
ヶ
浜
地
区
で
疫
病
が
大
流
行
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
今
に
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
藁
の
大
蛇
に
は
47
本
の
御

幣
が
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
当

時
の
関
ヶ
浜
地
区
の
世
帯
数
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

以
前
は
、
各
地
の
祭
礼
等
は
決
ま
っ
た
日

時
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
勤
務

の
都
合
や
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
ら
な
い
な
ど

の
理
由
で
休
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
疫
神
社
の
例
祭
だ
け

は
、
7
月
3
日
に
行
う
伝
統
が
続
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

7
月
19
日
和
木
幼
稚
園
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催

の
「
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、親
子
で
盆
踊
り
を
踊
っ
た
後
、

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
受
け
な

が
ら
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
フ
ー
ド
販
売
、

バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も

親
子
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
、
会
場
は

終
始
笑
顔
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

和
木
幼
稚
園
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

ま
ち
の
話
題

　

6
月
30
日
、
和
木
町
人
権
施
策
推
進
協
議

会
並
び
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
協
議

会
で
は「
山
口
県
人
権
推
進
指
針
を
尊
重
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
、

心
豊
か
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
会
長
で
あ
る
米
本
町
長
が
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
、
平
成
26
年
度
予
算
、
事
業
計
画
等
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
会
で
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ゆ
い
代
表
の
岸
か
お
る
さ
ん
に
よ

る
「
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
い
る
た
め
に
〜

男
女
の
人
権
〜
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
気
持
ち
が
ほ
ん
わ
か
温
か
く
な
る

岸
さ
ん
の
話
を
通
じ
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
に

男
女
共
同
参
画
が
必
要
な
の
だ
と
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。

人
権
施
策
推
進
協
議
会
・
研
修
会

ま
ち
の
話
題

　

7
月
11
日
、
片
原
ス
ミ
子
さ
ん
が
、
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
長
寿
の
お
祝
い
と
し

て
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

疫
神
社
厄
払
い
祭
礼

　

広
報
「
わ
き
」、
ア
イ
・
キ
ャ
ン
和
木

チ
ャ
ン
ネ
ル
文
字
放
送
で
掲
載
し
た
写

真
が
必
要
な
人（
写
真
に
写
っ
て
い
る
本

人
ま
た
は
家
族
に
限
る
）は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

ア
イ
・
キ
ャ
ン
の
写
真
は
テ
レ
ビ
画

面
右
下
の
数
字
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課（

☎
52
ー
2
1
3
6
）
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ま
ち
の
話
題

　
「
更
生
保
護
の
日
」
で
あ
る
7
月
1
日
、

第
64
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
の

法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

伝
達
に
は
、
岩
国
保
護
区
保
護
司
会
の
坂

本
会
長
ほ
か
2
名
が
来
庁
さ
れ
、
米
本
町
長

へ
運
動
の
趣
旨
説
明
や
協
力
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行

の
あ
る
少
年
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

6
月
25
日
、
ジ
ブ
リ
映
画
「
か
ぐ
や
姫
の

物
語
」
の
主
題
歌
「
い
の
ち
の
記
憶
」
を
歌

う
二
階
堂
和
美
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
和
木
町
在
住
の
元
浄

萌
恵
さ
ん
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
ホ

ル
ン
を
演
奏
。
二
階
堂
さ
ん
の
歌
声
と
見
事

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
境
太
鼓
や
ド
リ
ー
ム
☆
Ｗ
Ａ
Ｋ

Ｉ
の
皆
さ
ん
と
の
共
演
も
あ
り
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

二
階
堂
和
美
コ
ン
サ
ー
ト

ま
ち
の
話
題

皆さんの地域にも多くの更生保護の担い手がいます。

罪を犯した人の立ち直りを地域で支える、民間のボランティア
罪を犯して「保護観察」を受けることになった人の生活を見守り、様々な相談にのっ
たり、指導をするほか、犯罪を予防するための地域活動にも取り組んでいます。

過去に罪を犯したことを承知の上で雇用
し、立ち直りを支援する事業者

刑務所出所後、帰る場所がない人たちに宿
泊場所や食事を提供し、自立に向けた生活
指導を行う民間の施設

女性の立場から、地域における犯罪予防の
活動や子供たちの健全育成のための子育て
支援活動を行うボランティア団体

さまざまな問題を抱える少年と、兄や姉の
ように身近な立場で接することで、少年の
成長を助ける青年ボランティア団体

あなたの地域にも更生保護の活動に積極的に取り組んでいる人たちがいます。
安全・安心の社会のためには、罪を犯した人を地域で受け入れ、

立ち直りを支えていく「おかえり」が必要です。

※繰り返される「あやまち」を減らし、つまずいても、やり直せる社会へ。
　「おかえり」という言葉には、更生保護の原点にある思いが込められています。
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交通規制のお知らせ

　ゾーン 30区域内の交通安全対策として、交差点カラー舗装工事を行います。
　工事期間中は、車両通行止め・片側交互通行となりますので、現地案内看板・交通誘導員の指示に従って通行し
てください。
　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いいたします。 

■工事期間　　平成 26年８月 23日（土）　９：00～ 16：00
　　　　　　　※雨天の場合、８月 30、31日、９月６、７日に順延します。
■問 合 せ　　都市建設課　☎52－2198
■施工業者　　㈱ダイワ　　☎53－3330

設置場所

和
木
駅
に
公
衆
電
話
を
設
置

　

和
木
駅
の
西
口
に
公
衆
電
話
を
設
置
し

ま
し
た
の
で
、
必
要
な
方
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
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437

　７月１２日、１３日に、和木町子ども会育成連絡協議会（吉
田浅美会長）では、小学校５・６年生の児童を対象に、「秋
吉台青少年自然の家」で『インリーダーキャンプ』を開催
しました。
　このキャンプは、さまざまな活動経験を通して、集団行
動での“自律性・協調性”や“リーダーの心構え”を身に
つけることを目的としています。
　楽しかったこと、辛いけど頑張ったこと、厳しく指導さ
れたことなど、いろいろな想い出をご家庭でも共有して今
後に生かしてほしいと思います。

　教育委員会では、あいさつ運動の一環として、「標語」
の募集を行います。次の要領で行いますので、ふるっ
てご応募ください。
募集対象▶全町民、小中学生は全児童生徒
募集期間▶８月１日（金）～９月５日（金）
応募方法▶応募用紙に一人一作品
※小・中学生は学校で配布済み
※一般の方は、教育委員会・コミセンで配布
提 出 先▶小・中学校または教育委員会
作品審査▶９月
表　　彰▶各部門優秀作品に賞状と副賞
※優秀作品は広報にて紹介
問 合 せ▶教育委員会（☎５３－３１２３）

町子連インリーダーキャンプ

　６月２４日、県庁にて、今年度の社会教育功労者表彰が
行われ、本町からは、和木町老人クラブ連合会会長　沖道
明氏が受賞されました。
　沖さんは、平成１９年度～２５年度の７年間、和木町社
会教育委員として、本町の社会教育の推進に尽力された功
績が評価されたものです。
　今後のさらなるご活躍を期待したいと思います。

山口県社会教育委員連絡協議会総会・研修会　開催

　７月１１日（金）、和木駐在所警察官１人と県から委嘱を
受けた教委職員２人の計３人が、県青少年健全育成条例に
基づき、コンビニエンスストアの有害図書の陳列状況など
について立ち入り調査を行いました。
　町内店舗における有害図書の陳列状況等は、良好な状況
でした。

子ども環境クリーンアップ活動

放課後子ども教室「わきあいキッズ」

ミニバスケットボール 体操 剣道
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村田沙耶香著
柳広司著
横山悠太著
小林エリカ著
真保裕一著
石田衣良著

湊かなえ著
山崎ナオコーラ著

笹本稜平著
森村誠一著

　斉藤洋文・山本孝絵
いもとようこ作・絵

中川ひろたか文・あおきひろえ絵
長谷川義史作・絵
エミリー・ロッダ著

クリス・ウォーメル作・絵　小風さち訳
加藤休ミ作・絵

小林しげる作・末崎茂樹絵
松橋利光写真・池田奈津実文

平林久著

☆夏休みの工作の本展☆
７月 15日～
　　８月 31日まで

■白字は図書館休館日

＜CD＞
☆AMIGO/ ウカスカジー
☆小田日和 / 小田和正
☆comeHere/KAT-TUN
☆SINGLES＋/ 吉川晃司
☆Kis-My-Journey/Kis-My-Ft2
☆オールタイムベスト 2014/ 長渕剛
☆Colours/ 浜崎あゆみ
☆smart/Hey!Say!JUMP
☆AGAIN/ 吉田拓郎
☆雨と涙の唄 BEST

＜一般書＞
『殺人出産』
『ナイト＆シャドウ』
『吾輩ハ猫二ナル』
『マダム・キュリーと朝食を』
『アンダーカバー』
『憎悪のパレード』

『山女日記』
『太陽がもったいない』
『失踪都市　所轄魂』
『棟居刑事の永遠の狩人』

＜児童書・絵本＞
『学校ななふしぎ』
『だれのおよめさんに・・・？』
『かみなりどんがやってきた』

『おねしょの　かみさま』
『金の扉』
『ちいさなきしゃと　おおきなおきゃくさん』　

『かんなじじおどり』
『ぼくのマルコは大リーガー』

『ゾウのひみつ』
『宇宙人に会いたい！』

8月の休館日
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おはなし会
８月のおはなし会はありません。

来月をお楽しみに♪

夏休みの宿題って大変ですね！図書館
にはいろいろな工作の本があります。
ぜひ、利用してみてください♪

　公民館瀬田分館・関ヶ浜分館でも貸出を行っています
ので、そちらもご利用ください。
　夏休みに入ると利用が増えるため、課題・指定図書は
《貸出期間を１週間・和木町内にお住まいの方のみ２冊
まで》とさせていただきますので、ご了承ください。
　※町外にお住まいの方は１冊までとなります。
　貸出中の場合は、予約もできますので、カウンターに
てお問い合わせください。

「読書感想文課題図書・読書感想画指定図書」
貸出・予約受付中！

「読書感想文課題図書・読書感想画指定図書」
貸出・予約受付中！

「読書感想文課題図書・読書感想画指定図書」
貸出・予約受付中！

開館時間　平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
　　　　　土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）
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幼稚園で行われた英語教室の様子

うきうき広場
　日時▶毎週火・金曜日（祝日・盆・年末年始除く）
　　　　　９時３０分～１２時
　　　　　※注意　8/15（金）はお休みです。
　　　　　　うきうきタイム（保育士による手遊び等）
　　　　　　　　　　　　　　１１時頃～
　　　　　　所庭での外遊び　１１時３０分頃～
　対象▶幼稚園に入園前までのお子さん

　場所▶地域子育て支援センター（保育所２階）

　２月より、保育所改修工事のため、会場を保健相談
センターとしていました。工事が完了しましたので、
地域子育て支援センターの会場が保育所２階保育室に
もどります。場所と時間のご確認をお願いします。

　赤ちゃんから、幼稚園に入園前までのお子さ
ん対象の事業、イベント情報を集めた情報紙、「和
木町子育てねっと」を刊行しています。
　この情報紙は、偶数月に発行予定です。和木
町役場、保健相談センター、図書館、医療機関（木
村医院・中村クリニック）、金融機関（山口銀行
和木支店・和木郵便局）、マルキュウ和木店に置
かせていただいています。和木町ホームページ
にも掲載しておりますので、ご覧ください。
　町ぐるみで、子育てを応援していきます。

保健相談センターの講堂を親子ふれあいの場として開放しています。
広い部屋で思う存分、子どもさんが遊んだり、保護者同士が交流する
場として、ご利用ください。
　日時▶毎週木曜日　　　１０時～１５時
　　　　お楽しみタイム　１１時頃～
　場所▶保健相談センター

お知らせお知らせお知らせ
すっくちゃん

「和木町子育てねっと」の
刊行について

地域子育て支援センターが
保育所にもどります

わくわくルーム

８月の行事（うきうきタイム）
　　８月　５日　発育測定
　　　　１２日　作ってあそぼ
　　　　１９日　英語であそぼ
　　　　２６日　誕生日会

８月の行事（お楽しみタイム）
　　８月　７日　お話会
　　　　２１日　発育測定
　　　　２８日　かき氷会

昨年、幼稚園で好評だった英語教室が
今年は支援センターにやってきます。
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　８月の子育てサロン「たんぽぽ」はお休みし
ます。
　次回は９月１６日（火）に開催します。
　詳しくは広報わき９月号をご覧ください。
問合せ▶社会福祉協議会（☎５２－８６４４）

　そんな共通の目的で集まった保護者同士が、協力
し合って、子育てサークルを作ってみませんか？
　和木町保健相談センターでは、みなさんのサーク
ルづくりをお手伝いします。

●対象となる子育てサークル
①代表者及びメンバーの 2/3 以上が、和木町に在住
している
②乳幼児とその保護者で構成されること
③サークルは、誰でも参加できるオープンなもの
　以下の活動に関係する団体は、対象除外となります。
　・政治活動　・宗教活動　・営利目的

●利用できる内容
①和木町保健相談センターの施設の使用
②活動内容の相談

●利用できる期間
　平成２６年８月１日～平成２７年３月３１日
　 期間後も、自主グループとしての活動は継続で
きます。
　 
問合せ・申込み▶保健相談センター
　　　　　　　　（☎５２－７２９０）

子育てサロン「たんぽぽ」子育てサロン「たんぽぽ」子育てサロン「たんぽぽ」
〜親子で遊び、
　　　交流してみませんか？〜

母推さんから一口メモ

子育てサークルをつくりませんか？
～子育てサークル育成支援事業～

「親子で外出したい」

「子育ての情報を交換したい」

「親子でいろんな遊びをしたい」

「楽しい行事をしたい」

すくすく計測相談会

～ 子育て中のパパ、ママへ ～

　　「規則正しい生活リズムを大切にしましょう」

　昼間は外でしっかり遊んでいますか？戸外で十分に体を動かして遊ば
せ、けがや病気をしない丈夫な体をつくりましょう。ただし、暑い時期は
水分補給をしっかりと行ってくださいね。

（和木町母子保健推進協議会）

　お子さんの身長・体重の測定や保健師・栄養
士による相談会を行います。小さい赤ちゃんで
も安心です。お気軽にご利用下さい。
日時▶８月２１日（木）１３時３０分～１５時 受付
場所▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

親子であつまろう！親子であつまろう！
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元気アップ教室

　トランポリンを使った手軽な運動を紹介します。
膝にやさしい運動ですが、運動強度は高く減量効
果が期待されます。体幹を鍛えて、すてきな体を
目指しましょう。体組成測定もできます。
日　時▶９月３日㈬　１３時３０分～１５時
場　所▶保健相談センター 講堂
準　備▶動きやすい服装・室内シューズ・タオル・
　　　　飲み物
申込み▶８月２９日㈮まで
　　　　（定員２０名）
問合せ▶保健相談センター
　　　　（☎５２－７２９０）

男性のための
トランポリンエクササイズ

●作り方
①下準備
きゅうり…薄切りに切る。塩少々（分量外）をして、し
んなりさせる。絞っておく。
椎茸…薄切り。
えのき…石づきを除き、３等分に切る。ほぐす。
しょうが…皮を除き、せん切りにする。

②ごま油で炒める
フライパンにごま油を熱し、しょうがを炒める。香りが
出たら、椎茸とえのきを加える。しんなりしたら、ⓐの
調味料を入れて、ひと煮立ちさせる。ボウルに移して冷
ましておく。

③和える
②のボウルに、きゅうりを入れて和える。

　（１人分エネルギー　４５キロカロリー）

暑い季節に、おすすめです。しょうがが隠し味です。
　（和木町食生活改善推進協議会 ３班）

きゅうりのきのこ和え（材料４人分）
8月

きゅうり……………200ｇ
椎茸…………………40ｇ
えのき………………40ｇ
しょうが……………10ｇ
ごま油………………小さじ2
　　砂糖……………大さじ1
ⓐ　酢………………大さじ1
　　しょうゆ …大さじ1＋1/2

　６月に実施した総合健診には、約１ ,０００人の方に
受診していただきました。（子宮がん検診を含む）
ありがとうございました。
　健診結果につきましては、健診結果説明会（７月２２日
～２５日）でお返ししました。結果から、医療機関受
診を勧められた方は、早目の受診をお願いします。

　健診結果説明会に、出席のなかった方の健診結果に
つきましては、今月から発送または、訪問でお渡しし
ます。

総合健診を受診された方へ
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風しん（三日ばしか）抗体検査について
　昨年、全国的に大流行した風しんは、妊婦、特に妊娠初期の女性が感染すると赤ちゃんに先天性心疾患、
難聴、白内障などの障害が起こる可能性があります。「風しん」に対して十分な免疫があるかどうかは、抗
体検査で確認できます。風しんに「かからない」ためにも、「うつさない」ためにも、風しん抗体が十分か
どうかを知って、女性が安心して妊娠、出産に臨める環境づくりをしましょう。
　山口県では、無料の抗体検査事業を行っていますので、ぜひご利用ください。

【風しん抗体検査事業の内容】
①対象者
　・妊娠を希望する女性（妊婦は対象外）
　・妊娠を希望する女性及び妊娠中の女性の配偶者（パートナーを含む）
　※予防接種歴がある人、既往歴がある人は除く
②回数 1回（ただし、過去に抗体検査を受けたことがある人は除く）
③実施機関 山口県内医療機関（一部利用できない医療機関があります。事前に問い合わせください）
④費用 無料
⑤実施期間　平成２７年３月３１日（火）まで
⑥その他　抗体検査の結果、「抗体価が低い」と判断された人は、主治医と相談の上、予防接種（任意・有料）

を受けることをお勧めします。

<問い合わせ先>　山口県岩国健康福祉センター（☎０８２７－２９－１５２１）

　「抗体価が低い」と判断された方への風しん予防接種費用を助成する和木町の制度
があります。
　また、県の事業では対象とならない方（配偶者以外の同居家族）への抗体検査
等を助成する制度があります。事前の申請が必要ですので、和木町保健相談センター
（☎52-7290）まで、お問い合わせください。

　町内の満75歳以上の方を対象に、肺炎球菌ワクチン接種料を助成します。
・対象者：以下、①～③すべてに該当する人
　　　　　①和木町に住民票がある満75歳以上の人
　　　　　②過去５年間､本助成制度による接種を受けたことがない人
　　　　　③肺炎球菌ワクチンについて医療保険適応のない人
・助成額の上限：３，０００円
　※助成額を超える部分の接種料は自己負担
・申込み：保健相談センターに備え付けてある申請書（ホームページからも
ダウンロード可）に記入し、提出してください。一週間程度のち、助成券
と実施医療機関一覧表を送付します。接種の際は事前に医療機関に連絡し、助成券及び健康保険証を持参
の上接種を受けてください。
・実施医療機関（町内）：木村医院・中村クリニック　
　※町外の医療機関については、助成券と一緒に送付する実施医療機関一覧表をご覧ください。
＜注意事項＞
・助成券を使っても無料にはなりません。
・助成を受けるためには、接種前に申請手続きが必要です。
問合せ▶保健相談センター（☎５２－７２９０）

高齢者肺炎球菌ワクチン接種料助成事業
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　6 月２６日に「動いて！笑って！脳を活性！～笑いヨ
ガを体験しよう～」と題して、ラフターヨガ・ティーチャー
の田渕佳恵先生にご講演をいただきました。４５名の参
加者があり、笑う体操とヨガの呼吸法を体験しました。
田渕先生の温かい人柄と分かりやすい講演内容で、｢大変
ためになりました。｣｢楽しく身体を動かすことができまし
た｣との参加者からのご意見を多くいただきました。
　講演会の中で先生から、「あなたが笑うとき、あなたは
変わります」とのお話しがありました。
　生活の中に「笑い」を積極的に取り入れて、笑顔が絶
えない認知症を予防できる和木町にしていきましょう。
地域包括支援センターは、これからも認知症予防事業に
取り組んで参ります。

　【笑いの７つの効果】
① 免疫力を高める
② 血流をよくする
③ 自律神経を整える
④ 身体をストレスから守る
⑤ 集中力が増す
⑥ 内臓をマッサージする
⑦ 気持ちいいホルモンの分泌

認知症予防講座を開催しました

開催日▶８月２０日（水）
会　場▶周南市新南陽ふれあいセンター
参加料▶無料

あなたもキャラバン・メイトに！
和木町では、認知症になっても安心して暮らせる町づ
くりのために、キャラバン・メイトを募集しています。

キャラバン・メイトとは？
認知症サポーターを養成する専門的なボランティアです。
キャラバン・メイト養成研修を受講した人は本人の意
思によりキャラバン・メイトとして登録され、町と連
携して地域での認知症サポーター養成講座の講師の役
割を担います。

認知症サポーター養成講座とは？
認知症について学び、正しい知識を持って、認知症の
方やそのご家族を地域で見守り、支える人を養成しま
す。「キャラバン・メイト」が講師となり、講座を開催
します。

問合せ・申し込み▶
　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

　国民年金保険料を納めることが経済的に困難
な場合、申請して認められれば保険料の納付を
免除される制度があります。
　申請免除には所得制限があり、申請者及び世
帯主、配偶者の所得が審査の対象となります。
　失業に伴う退職をした場合には、「特例免除制
度」があり、退職した配偶者または本人の所得
の状況を除外して審査が行われるので、所得制
限額が低くなります。
　特例免除を受けるために必要な書類（失業を
事由とする特例認定）
●公的機関の失業証明書、雇用保険被保険者喪
失確認通知、離職票、雇用保険資格者証など
退職したことが証明できるもの
●印かん
問合せ▶保健福祉課（☎５２‐２１９５）
　　　　岩国年金事務所（☎２４－２２２２）

国民年金保険料 キャラバン・メイト養成研修
開催のお知らせ

退職（失業）時の
特例免除制度
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70歳未満 限度額適用
標準負担額減額認定証

必要ありません。
（高齢受給者証のみ）

限度額適用
標準負担額減額認定証

70歳以上

課税世帯 限度額適用認定証

非課税世帯

課税世帯

非課税世帯

　国民健康保険被保険者が医療機関に入院される
場合、交付する認定証は次のとおりです。

・認定証を提示することで、医療費は高額療養費
の適用区分に応じた自己負担限度額までの支払
いですみます。
・住民税非課税世帯の方は、食事代（食事療養
費）も軽減されます。
・申請が必要ですので、医療機関に入院される場
合は、必ず保健福祉課へご連絡ください。
・国民健康保険料の滞納がある世帯の方へは、お
渡しできない場合があります。
問合せ▶保健福祉課（☎５２－２１９５）

入院される場合は、ご連絡ください

　保健相談センターでの集団健診を受診されな
かった方に、健康診査受診券をお送りします。
　和木町及び岩国市の医療機関（詳細は同封の一
覧表をご覧ください）で受診することができます。
　年に一度の健康確認です。ぜひ受診してくだ
さい。
問合せ▶保健福祉課（☎５２－２１９５）

国民健康保険・後期高齢者医療制度の
被保険者の方へ

　４月から消費税率が８％へ引き上げられたことにより、所得の低い方への負担を軽減するため、暫定的・
臨時的な措置として臨時福祉給付金が支給されます。
支給対象者▶
　平成２６年 1 月 1 日に和木町に住民票がある方のうち、平成２６年度分の住民税（均等割）が課税されて
いない方が対象です。ただし、住民税が課税されている方に扶養されている場合や生活保護の受給者であ
る場合などは対象外となります。
支 給 額▶給付対象者１人につき１０,０００円
（老齢基礎年金・児童扶養手当受給者等の加算対象者は、1 人につき５,０００円を加算）
申請期間▶１０月 8 日㈬まで　※郵送の場合は消印有効
申請方法▶　
　臨時福祉給付金の対象と思われる方には申請書を送付しています。支給要件を確認のうえ、申請書を記
入し、返送または提出してください。加算対象の場合は、申請書の加算措置欄へ記入してください。なお、
支給要件に該当するにもかかわらず、申請書が届かない場合は、お問い合わせください。
提出書類▶　
　・申請書（必要事項を記入し、押印）
　・本人確認書類（運転免許証など本人確認ができる書類の写し）
　・支給対象者全員分の本人確認書類を添付
　・代理の方が申請される場合は、代理の方の本人確認書類が必要
　・申請者名義の口座が確認できる書類（通帳やキャッシュカードの写し）
給付金の受取方法▶　
　申請書の受理・審査後に支給決定通知書、不支給決定通知書を送付します。原則、指定口座に入金します。
問 合 せ▶保健福祉課（☎５２－２１９５）

臨時福祉給付金について

　給付金の申請はお済みですか？申請がないと
支給はできませんので、早めの申請をお願いし
ます。
申請期間▶１０月８日㈬
申請場所▶和木町役場１階ロビー
※郵送での申請も可能です。
問 合 せ▶住民サービス課（☎５２－２１９４）

子育て世帯臨時特例給付金について 国保被保険者の方へ

～健康診査受診券をお送りします～

12



　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

の
沖
永
保
之
さ
ん
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
8
月
21
日
㈭　

10
時
〜
12
時

場
所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

和
木
町
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
で

困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な
る
な

ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
お

応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
面

接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
8
月
7
日
㈭　

14
時
〜
17
時

場　

所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対　

象
▼
幼
児
、
小
、
中
学
生
及
び
そ
の
保

護
者
、
幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員

※
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
受
付
時
間
▼
8
時
30
分
〜
16
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ
▼
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

（
☎
0
1
2
0
ー
81
ー
7
8
3
0
）

日　

時
▼
8
月
19
日
㈫　

10
時
〜
12
時

場　

所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
中
原
弁
護
士

受　

付
▼
8
月
14
日
㈭
ま
で
（
先
着
4
人
）

お
願
い
▼

・
相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
無
料
法
律
相
談
は
年
2
開
催
し
ま
す
。
次

回
は
平
成
27
年
2
月
17
日
㈫
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

日　

時
▼
9
月
1
日
㈪　

9
時
30
分
〜
12
時

場　

所
▼
文
化
会
館
1
階
講
習
室

相
談
員
▼
和
木
町
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

日　

時
▼
9
月
1
日
㈪
〜
30
日
㈫
の
う
ち
相

談
者
の
希
望
す
る
日
時
（
原
則
平
日
）

対
象
者
▼

①
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

②
将
来
、
判
断
能
力
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
と
不
安
が
あ
る
方

③
①
②
の
方
を
支
え
る
家
族
、
支
援
者
、
福

祉
関
係
者
、
一
般
市
民

相
談
員
▼
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

（
家
庭
裁
判
所
提
出
名
簿
登
載
司
法
書
士
）

相
談
方
法
▼
訪
問
相
談
（
要
予
約
）

　

山
口
県
内
の
希
望
す
る
場
所
に
相
談
員
が

訪
問
し
、
相
談
を
受
け
ま
す
。

予
約
方
法
▼
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相

談
内
容
・
希
望
す
る
日
時
と
場
所
を
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
予
約
を

受
け
付
け
ま
す
。

予
約
受
付
期
間
▼

　

8
月
18
日
㈪
〜
9
月
30
日
㈫

　

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問
合
せ
・
予
約
先
▼

　

〒
7
5
3
ー
0
0
4
8

山
口
市
駅
通
り
二
丁
目
9
ー
15 

リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
相
談
係

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
5
2
2
0
）

（　

0
8
3
ー
9
2
1
ー
0
4
7
5
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
及
び
生
活
困
窮
者
の
方
の
就
職
支
援
の

た
め
、
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
幅
広
く
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日　

時
▼
8
月
19
日
※
毎
月
第
3
火
曜
日

13
時
〜
16
時

場　

所
▼
和
木
町
文
化
会
館

　

2
階
商
工
指
導
室

問
合
せ
▼
岩
国
公
共
職
業
安
定
所

（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
、
虐
待

な
ど
の
事
案
が
依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

山
口
地
方
法
務
局
及
び
山
口
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
め

ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
次
の
と
お
り
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
期
間
▼
9
月
8
日
㈪
〜
14
日
㈰

受
付
時
間
▼

　

平　

日　

8
時
30
分
〜
19
時

　

土
・
日　

10
時
〜
17
時

相
談
電
話
番
号
▼
全
国
統
一
番
号

（
☎
0
5
7
0
ー
0
0
3
ー
1
1
0
）

　

相
続
、遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

主　

催
▼
あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日　

時
▼
8
月
22
日
㈮　

9
時
〜
12
時

会　

場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

行
政
書
士　

用
皆
光
康

（
☎
0
9
0
ー
3
3
7
5
ー
1
1
5
2
）

特
設
人
権
相
談
所

町
内
無
料
法
律
相
談

巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

司
法
書
士
無
料
成
年
後
見
相
談
会

行

政

相

談

面

接

相

談

各
種
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
強
化
週
間

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
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原
爆
死
没
者
及
び
第
二
次
世
界
大
戦
死
没

者
の
ご
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
確
立
を
祈

念
す
る
た
め
に
、
家
庭
や
職
場
な
ど
で
次
の

日
時
に
1
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ

う
。

◆
広
島
原
爆
投
下
時
刻　

　

8
月
6
日
㈬　

8
時
15
分

◆
長
崎
原
爆
投
下
時
刻

　

8
月
9
日
㈯　

11
時
2
分

◆
終
戦
記
念
日

　

8
月
15
日
㈮　

正
午

　

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

和
木
町
の
地
域
福
祉
の
あ
り
方
を
示
す
と

と
も
に
、
高
齢
者
施
策
・
介
護
保
険
事
業
及

び
障
害
福
祉
施
策
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
、
障
害

福
祉
計
画
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

計
画
改
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
を
お
聞
き
し
地
域
の
課
題
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
計
画
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、
計
画
策
定

や
施
策
推
進
の
基
礎
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
調
査
票
が
届
い
た
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
ご
家
族
等
と
ご
相
談
さ
れ
て
記
入
い
た
だ

い
て
も
結
構
で
す
。

※
８
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
8
月
31
日
ま

で
の
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　
「
児
童
扶
養
手
当
」
及
び
「
特
別
児
童
扶

養
手
当
」
の
現
況
届
は
、
毎
年
1
回
、
受
給

者
（
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
な
い
方
も
含
み
ま
す
。）
か
ら
の
届

出
に
も
と
づ
き
、
前
年
の
所
得
及
び
受
給
資

格
に
つ
い
て
審
査
す
る
も
の
で
、
こ
の
届
出

を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
8
月
以
降
の
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

証
書
及
び
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
添
付

書
類
を
添
え
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限
▼

　

児
童
扶
養
手
当
…
…
…
8
月
29
日
㈮

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
…
9
月
10
日
㈬

添
付
書
類
▼

　

児
童
扶
養
手
当

　

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

　

・
養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

※
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
時
効
に
よ
り

手
当
を
受
け
る
資
格
を
失
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
2
1
9
4
）

黙
と
う
の
お
願
い

海
上
自
衛
隊
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
ご
協
力
の
お
願
い

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

を
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
無
料
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数
▼
5
戸

※
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

　

募
集
期
間
▼
9
月
30
日
ま
で

※
耐
震
診
断
員
の
派
遣

　

は
、
10
月
以
降
と
な

　

り
ま
す
。

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数
▼
2
戸

　

募
集
期
間
▼
9
月
30
日
ま
で

　

補
助
限
度
額
▼
60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
都
市
建
設
課　

管
理
係

（
☎
52
ー
2
1
9
7
）
申
込
書
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

（
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）

日　

時
▼
9
月
13
日
㈯　

15
〜
17
時

（
入
場
券
が
必
要
）

場　

所
▼
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

（
駐
車
場
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

入
場
券
申
し
込
み
方
法
▼

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
2
名
ま
で
の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
は
、
お
一
人
様
1
枚
限
り
と
致

し
ま
す
。

応
募
先
▼
7
4
0
ー
8
5
5
5

　

山
口
県
岩
国
市
三
角
町
2
丁
目

　

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

　
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

応
募
期
限
▼
8
月
29
日
㈮　

必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

（
☎
22
ー
3
1
8
1　

内
6
2
3
2
）

開
催
日
▼
9
月
14
日
㈰

場　

所
▼
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

内　

容
▼
体
験
搭
乗
（
中
学
生
以
上
）、
展

示
飛
行
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
飛
行

機
と
の
綱
引
き
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
等

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
od.go.jp/m

sdf/iw
akuni

ま
た
は
「
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
」
で

検
索

問
合
せ
▼
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

（
☎
22
ー
3
1
8
1　

内
6
2
3
2
）

岩
国
航
空
基
地
祭
（
一
般
開
放
）

┃ 

高
齢
者
福
祉
・

　

介
護
保
険
事
業
計
画
、

　
　
　
　

障
害
福
祉
計
画 

┃
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応
募
資
格
▼

　

町
内
に
居
住
す
る
65
才
以
上
の
方
。

作　

品
▼

・
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
）

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

・
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。

・
火
災
が
起
こ
っ
た
際
、
火
が
つ
き
に
く

く
、
ま
た
火
が
燃
え
広
が
ら
な
い
防
炎
エ

プ
ロ
ン
の
普
及
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

・
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
た
だ
し
、
山
火
事
予
防
に
関
す
る

も
の
は
除
く
。

応
募
方
法
▼
ハ
ガ
キ
ま
た
は
所
定
の
様
式

（
消
防
署
で
受
取
可
）
に
よ
る
こ
と
。
ハ

ガ
キ
に
は
、
作
品
（
標
語
1
点
）、
郵
便

番
号
、住
所
、氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

締
め
切
り
▼
11
月
13
日
㈭
必
着
。

提
出
先
▼
〒
7
4
0
ー
0
0
1
7

　

岩
国
市
今
津
町
六
丁
目
2
ー
24

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
又
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
消
防
出
張
所
）

そ
の
他
▼

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

・
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

・
入
選
者
の
所
属
・
氏
名
・
年
齢
を
岩
国
地

区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

問
合
せ
▼

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

　

あ
な
た
に
よ
る
救
命
手
当
が
、
尊
い
命
を

救
い
ま
す
。

◎
上
級
救
命
講
習
会

　

年
に
一
度
の
上
級
救
命
講
習
会
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
！

日　

時
▼
9
月
4
日
㈭8

時
30
分
〜
17
時
15
分

受
講
時
間
▼
8
時
間

受
講
料
▼
無
料

募
集
期
間
▼
8
月
25
日
㈪
〜
9
月
1
日
㈪

　

※
土
日
を
除
く
。

定　

員
▼
35
名　

※
先
着
順

◎
普
通
救
命
講
習
会

日　

時
▼
随
時

受
講
時
間
▼

　

普
通
Ⅰ　

3
時
間

　

普
通
Ⅱ　

4
時
間

受
講
料
▼
無
料

定　

員
▼
15
名
以
上
（
再
講
習
を
含
む
）

※
消
防
長
が
、
あ
な
た
の
救
命
技
術
を
認
定

す
る
、
講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

受
付
け
・
問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
1
）

試
験
日
▼
11
月
16
日
㈰

願
書
受
付
▼
8
月
29
日
㈮
〜
9
月
12
日
㈮

申
込
方
法
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課
ま

た
は
最
寄
り
の
消
防
署
、
消
防
出
張
所
ま

で
願
書
（
消
防
署
で
受
取
可
）
を
提
出
し

て
下
さ
い
。

問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

　
（
乙
種
第
四
類
受
験
者
対
象
、
有
料
）

講
習
日
▼

　

法　

令
：
10
月
30
日
㈭　

9
時
〜
16
時

　

理
化
学
：
10
月
31
日
㈮　

9
時
〜
16
時

受
付
期
間
▼
8
月
29
日
㈮
〜
10
月
29
日
㈬

講
習
会
場
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部　

講
堂

申
込
方
法
▼
直
接
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部
予
防
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所
関

係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し
て

も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼

　

甲
種　

9
月
25
日
㈭
、
26
日
㈮

　

10
時
〜
16
時

　

乙
種　

9
月
25
日
㈭　

10
時
〜
16
時

場　

所
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

定　

員
▼
80
名
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
テ
キ
ス
ト
代
４
，
０
０
０
円

募
集
期
間
▼
9
月
1
日
㈪
〜
12
日
㈮

申
込
み
▼
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ま

た
は
消
防
署
、
消
防
出
張
所
に
提
出
。

問
合
せ
▼

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22
ー
1
3
2
0
）

日　

時
▼
8
月
9
日
㈯
、
10
日
㈰10

時
〜
16
時

会　

場
▼

・
平
田
供
用
会
館
（
9
日
の
み
）

・
由
宇
文
化
会
館
（
10
日
の
み
）

・
自
衛
隊
山
口
協
力
本
部
岩
国
地
域
事
務
所

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
協
力
本
部

岩
国
地
域
事
務
所

（
☎
23
ー
1
5
8
0
）

　

山
口
県
で
は
、
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
」
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
自
立
促
進

支
援
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
就

労
・
健
康
・
家
族
・
家
計
等
の
様
々
な
課
題

を
抱
え
た
生
活
困
窮
者
（
現
に
経
済
的
に
困

窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
）
に
対

す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

相
談
窓
口
▼
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
2
0
ー
22
ー
3
7
7
7
）

防
火
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
併
用
し
た
心
肺
蘇
生
法

生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業

自
衛
官
募
集
説
明
会

　
応
急
手
当
て
を
覚
え
ま
し
ょ
う

　
い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
の
技
術
が

光
り
ま
す
。

９
月
９
日
は
救
急
の
日

９
月
９
日
は
救
急
の
日

９
月
９
日
は
救
急
の
日

9
月
7
日
〜
13
日
は
救
急
医
療
週
間

危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

防
火
管
理
講
習
会
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改正の概要▶　
　平成２５年８月に京都府福知山市花火大会で多数の死傷者が発生した火災を踏まえ、岩国地区消防組合火災予防
条例の一部が改正され、以下のことが義務付けられました。
改正の内容▶　
⑴　多数の者の集合する催しにおいて、対象火気器具等（例　ガスコンロ、グリル、かまど、発電機、石油スト
ーブ、電気コンロ等）を使用する場合、消火器を準備すること。
⑵　消防長が定める「指定催し」について
ア　防火担当者を定めること。
イ　火災予防上必要な業務に関する計画を作成すること。
ウ　開催する１４日前までに、計画を消防長に届けること。

⑶　多数の者の集合する催しにおいて、対象火気器具等を使用する露店等を開設する者は、消防機関に届けること。
施行日▶平成２６年８月１日
詳細については岩国地区消防組合予防課へお問い合わせください。
問合せ▶岩国地区消防組合予防課（☎２２－１３２０）

　

夏
場
は
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
毎
年
、
こ
の
時
期

に
は
、
誤
っ
た
使
用
方
法
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

お
も
ち
ゃ
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
１
か
ら
11
ま
で
の

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

１
．
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読
ん
で
必
ず

守
る
こ
と
。

２
．
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
も
の

の
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ
り
し
な
い
こ
と
。

ま
た
、
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

こ
と
。

３
．
手
に
持
つ
筒
型
花
火
は
、
手
の
位
置
に
注
意
す
る

こ
と
。

４
．
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
を
や
め
る
こ
と
。

５
．
遊
ぶ
前
に
必
ず
水
を
用
意
す
る
こ
と
。

６
．
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
。

７
．
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
付
け
な
い
こ
と
。

８
．
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火
す
る
こ
と
。

９
．
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対
に
出
さ
な
い
こ

と
。
点
火
す
る
時
や
途
中
で
火
が
消
え
た
と
き
は
特

に
注
意
す
る
こ
と
。

10
．
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
こ
と
。

11
．
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
と
危
険
。
絶
対
に
し
な
い

こ
と
。

■岩国地区消防組合火災予防条例の一部改正■

～
花
火
遊
び
は
、

　　

迷
惑
に
な
ら
な
い

　
　

場
所
と
時
間
と
後
始
末
～

　

梅
雨
が
明
け
る
と
、
海
や
川
な
ど
水
に
親
し
む
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
。
ま
た
夏
休
み
が
始
ま
る
と
子
供
た

ち
が
開
放
的
な
気
分
に
な
り
、
思
わ
ぬ
事
故
に
あ
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
悲
惨
な
水
難
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
注
意
事
項
〕

○
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
危
険
で
す
。
プ
ー
ル
、
海

水
浴
場
等
へ
行
く
時
は
保
護
者
と
一
緒
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

○
岩
国
地
区
の
河
川
は
全
て
遊
泳
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
海
等
に
遊
び
に
行
く
と
き
は
二
人
以
上
で
行
く

よ
う
に
し
て
、
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
安
全
に
遊
び

ま
し
ょ
う
。

○
増
水
し
た
河
川
、
た
め
池
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
溺
れ
そ
う
な
人
を
見
つ
け
た
ら
、
大
き
な
声
で
周
囲

の
人
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、直
ち
に
1
1
0
番
（
警

察
）ま
た
は
1
1
9
番（
消
防
）へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
水
難
事
故
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連

絡
協
議
会

（
事
務
局
：
岩
国
警
察
署　

☎
24
ー
0
1
1
0
）
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ス
ポ
ー
ツ

期　

日
▼
6
月
8
日
、
9
日

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

3　

位
▼
和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

少
年
サ
ッ
カ
ー
白
蛇
カ
ッ
プ
Ｕ
ー
10
大
会

開
催
日
▼
11
月
2
日
㈰

会　

場
▼

　

和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
駐
車
場
）

募
集
開
始
▼
8
月
18
日
㈪
か
ら

　

※
先
着
17
店
舗

出
店
料
▼
2
，0
0
0
円

区　

画
▼

　

2.5
ｍ（
間
口
）×
3.0
ｍ（
奥
行
）

　

※
１
出
店
者
、
１
区
画
と
す
る
。

申
込
み
▼
所
定
の
申
込
用
紙
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

出
店
料
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

注　

意
▼

1　

屋
外
で
の
出
店
と
な
り
ま
す
。

2　

机
、
椅
子
、
敷
物
な
ど
の
備
品
は
出
店

者
各
自
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

3　

雨
天
の
場
合
も
イ
ベ
ン
ト
は
開
催
し
ま

す
。雨
対
策
は
各
自
で
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

4　

業
者
の
方
は
お
断
り
し
ま
す
。

5　

出
店
を
取
り
や
め
ら
れ
た
場
合
も
出
店

料
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

6　

会
場
内
は
全
面
禁
煙
で
す
。

問
合
せ
▼
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局

（
和
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎
53
ー
3
1
2
3

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
8
月
13
日
㈬
か

ら
15
日
㈮
ま
で
、
休
館
い
た
し
ま
す
。

和
木
町
体
育
セ
ン
タ
ー

休
館
の
お
知
ら
せ

プ
ー
ル
開
放
の
日
程
及
び
利
用
方
法
に
つ
い
て

　
次
の
注
意
事
項
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

監
視
員
の
指
示
に
従
っ
て
快
適
に
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
開
放
日
】
7
月
19
日
㈯
〜
8
月
28
日
㈭

　
（
8
月
13
日
㈬
〜
15
日
㈮
は
閉
鎖
）

※
小
学
校
プ
ー
ル
は
、
学
校
か
ら
の
通
知

に
従
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
放
時
間
】

　

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

【
プ
ー
ル
利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

○
共
通
事
項

・
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ

さ
い
。

・
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、

禁
止
し
ま
す
。

・
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守
っ
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
に
は
、
利
用
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け

る
よ
う
な
行
為
を
さ
れ
る
な
ど
、
社
会

一
般
通
念
上
い
け
な
い
と
思
わ
れ
る
行

為
を
さ
れ
た
場
合
は
、
今
後
の
利
用
を

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で

す
が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど

他
の
人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利

用
は
出
来
ま
せ
ん
。

・
悪
天
候
の
場
合
、
予
告
な
く
閉
鎖
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
町
民
プ
ー
ル

・
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
幼
児
等
の

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
保
護
者
が
、
各
自
で
自
分
の
子
ど

も
を
管
理
、
監
督
し
て
く
だ
さ
い
。

・
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
、
小
学
校
２
年

生
ま
で
子
ど
も
の
入
場
は
で
き
ま
す
。

・
幼
児
等
で
、
オ
ム
ツ
の
は
ず
れ
て
い
な

い
場
合
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
中
学
校
プ
ー
ル

・
こ
の
プ
ー
ル
は
、
小
学
校
３
年
生
〜
一

般
の
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
小
学
生
に
つ
い
て
は
、
必
ず
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保

護
者
が
一
緒
に
遊
泳
で
き
な
い
場
合

は
、
利
用
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

・
小
学
生
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
護
者
が
自
分
の
子
ど
も
を
管
理
、
監

督
し
て
く
だ
さ
い
。

河
川
プ
ー
ル
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
河
川
プ
ー
ル
の
開
放

は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
中
止
い

た
し
ま
す
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
た

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
体
育
セ
ン
タ
ー　

（
☎
52
ー
2
8
1
1
）
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✿ ✿

✿

✿

WAKIコンサート‘14

日　時▶12月13日（土）18：00開演
会　場▶和木町文化会館　大ホール

◎募集内容
応募資格▶小学生以上
ジャンル▶主に洋楽　器楽　声楽
※演奏時はマイクの使用はできません。
※アンプが必要な場合は、各自で持込みとセッティ
ングをお願いします。
演奏時間▶７分以内
参 加 費▶無料
募集組数▶15組程度
申 込 み▶９月１日㈪～９月16日㈫  17時〆切
※応募多数の場合は選考させて頂くことがあります。
申込方法▶申込書（HPより申込書をダウンロードで
きます）に必要事項を記入の上、ご持参又は、
FAXか郵送でお申し込みください。
問合せ・申込先▶　
　総合コミュニティセンター内
　和木町文化協会（☎52－2191）（　52－5200）
　WAKIコンサートHP（http://waki-c.com/index.html）

参加者募集
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和

木

短

歌

会

和
木
俳
句
教
室
句
会

庭
に
咲
く
紫
陽
花
の
株
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　

色
ほ
の
ぼ
の
と
吾
を
呼
び
ゐ
る

わ
が
庭
に
つ
つ
じ
の
花
の
咲
き
み
だ
れ

　
　

癒
さ
れ
て
い
る
午
後
の
ひ
と
時

川
土
手
を
追
い
越
し
て
ゆ
く
少
年
の

　
　

背
中
陰
り
ぬ
木
の
下
闇
に

く
れ
な
い
の
濃
く
咲
き
誇
る
紫
陽
花
の

　
　

雨
ま
つ
ご
と
く
風
に
さ
ゆ
ら
ぐ

蜂
ヶ
峯
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
ヨ
ガ
を
す
る

　
　

Ｓ
Ｌ
が
く
る　

と
き
め
い
て
く
る

心
な
し
欠
け
た
る
月
は
枇
杷
色
に

　
　

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
上
空
に
浮
く

森
本　

初
子

広
宇
次
信
子

灰
岡　

裕
美

正
中
ツ
ヤ
子

横
川
美
代
子

藤
上　

紀
子

ひ
れ
伏
し
て
祈
る
媼
や
青
葉
風

生
け
垣
を
越
へ
て
ダ
チ
ュ
ラ
の
匂
ひ
か
な

万
緑
の
風
に
そ
よ
ぎ
ぬ
五
色
沼

騒
雨
来
て
猫
ま
ひ
戻
り
武
者
震
ひ

友
と
み
る
庭
さ
き
に
咲
く
半
夏
生

梅
雨
晴
間
も
う
い
い
か
い
の
子
等
跳
ね
る

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

　

警
察
や
官
公
庁
な
ど
が
、
電
話
で

個
人
情
報
を
聞
き
出
し
た
り
、
銀
行

口
座
を
移
し
替
え
さ
せ
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
に
対
し

て
は
、
相
手
の
電
話
番
号
、
氏
名

を
確
認
し
、
一
旦
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
市
町
の
広
報
誌
や
公
の

電
話
番
号
簿
な
ど
か
ら
そ
の
電
話
番

号
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
同
様
の
不
審
電
話
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十

分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
相
手
の
話

を
う
の
み
に
し
て
、
す
ぐ
に
要
求
に

応
じ
る
こ
と
な
く
、
家
族
と
事
実
の

確
認
を
行
い
、
不
審
電
話
で
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
察
や
役
場
な
ど
の
官
公
庁
を
か

た
る
不
審
な
電
話
が
県
内
各
地
で
連

続
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
県
警
の
○
○
で
す
が
…
」

と
名
乗
り
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ

う
と
し
た
り
、「
通
帳
詐
欺
を
捕
ま
え

て
、
家
宅
捜
査
し
た
と
こ
ろ
、
あ
な

た
の
通
帳
が
出
て
き
た
。
悪
用
さ
れ

な
い
た
め
に
、
口
座
凍
結
と
信
用
保

証
が
必
要
」
と
告
げ
た
後
、
銀
行
協

会
を
名
乗
る
者
か
ら
「
悪
用
さ
れ
な

い
よ
う
全
額
解
約
し
、
す
ぐ
に
銀
行

協
会
が
準
備
し
た
新
口
座
に
移
し
替

え
て
ほ
し
い
」な
ど
の
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
り
し
て
い
ま
す
。

今月の納税

問合せ▶税務課（

（
7
月
句
会
）

い
や

こ

か
げ

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 109

警察などの官公庁をかたる
不審電話に注意！

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
※納期限は9月1日㈪です。

問
合
せ
▼

●
企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

●
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

2 期分
8 月分
2 期分
2 期分
2 期分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

町県民税
町営住宅使用料
国民健康保険料
介護保険料
後期高齢者医療保険料

　
町
内
の
方
に
「
国
民
消
費
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
名
乗
る
団
体

か
ら
、「
過
去
の
商
品
購
入
に

関
し
て
未
払
い
が
あ
る
。
連
絡

を
し
な
い
と
裁
判
を
起
こ
す
」

と
い
っ
た
趣
旨
の
ハ
ガ
キ
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
不
安
に
な
っ
て
連

絡
し
て
き
た
人
を
欺
い
て
、
個

人
情
報
を
盗
み
取
っ
た
り
、
金

銭
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
す
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
決
し
て
連

絡
を
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
不
安
な
場
合
は
役
場
や
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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「
ご
み
出
し
日
」
と
「
ご
み
の
分
別

方
法
」
を
簡
単
に
確
認
で
き
る
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
ご
み
の
分
別
に
使
え
る
ア
プ
リ
」
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ア
プ
リ
は
一
度
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ

ば
端
末
本
体
に
保
存
さ
れ
る
の
で
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
時
以
外
、
通
信
費
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
ア
プ
リ
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

適
正
な
ゴ
ミ
出
し
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ

イ
ト
に
接
続
の
う
え
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

AppStore

GooglePlay

和木町緑のカーテンコンテスト参加者募集！和木町緑のカーテンコンテスト参加者募集！和木町緑のカーテンコンテスト参加者募集！和木町緑のカーテンコンテスト参加者募集！和木町緑のカーテンコンテスト参加者募集！
　和木町快適環境まちづくり町民会議では、家庭でできる身近な地球温暖化対策の一環として「和木町緑
のカーテンコンテスト」を実施します。
　育てられた自慢のカーテンを、気軽に応募してみませんか？
書類審査で優秀と認められた方には賞状及び副賞を贈呈します。　
多数の皆様の応募をお待ちしております。
対 象 者▶和木町在住の方
応募方法▶　
・カーテンに使用している植物の種類は問いません。
・役場、総合コミュニティセンターに備え付けの応募用紙及び育成の状況が分かる写真を８月２９日（金）
までに住民サービス課へ提出してください。
※応募用紙は和木町ホームページからもダウンロードできます。
　和木町ホームページ ＞ コンテンツ ＞ 担当でさがす ＞ 住民サービス課
問 合 せ▶住民サービス課（☎５２－２１９４）

　ストップ温暖化診断とは
　所定の調査票をもとに、家庭での生活や温暖化対策の取組状況等を調査し、その結果に応じて温室効果
ガスの削減方法の助言を行うものです。１回の所要時間は１０分程度です。

　診断するのは誰？
　山口県知事から委嘱を受けた「地球となかよし県民運動推進員」が診断します。
診断員は地球温暖化対策のスペシャリストです。

　診断のメリット
・各家庭のライフスタイルに合った具体的な省エネアドバイスを受けることができます。
・診断が省エネ行動につながることにより、光熱費などの家計の節約につながります。
・家庭で環境に配慮した省エネ行動を日常的に行なうことで、地球の温暖化防止に貢献できます。
・診断料は無料です。省エネの取り組みを後押しするため、参加者には省エネグッズを贈呈します。
申込み・問合せ▶山口県地球温暖化防止活動推進センター（☎０８３－９３３－００１８）
　　　　　　　　住民サービス課（☎５２－２１９４）

受けてみませんか？家庭におけるストップ温暖化診断

20



5
25

50
93

141
150

199
261

150
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221
202

236
206
195
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181
164
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201
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22

63
97

162
166

204
194
211
211

155
169

231
211

197
169

133
150
157

181
180

男　3,211人
（－12）

女　3,266人
（－9）

平成26年7月1日現在
総人口　6,477人

世帯数　2,777世帯

和木町の面積　10.56km
（　）内は前月比

（－21）

（－8）

100 200100200 00

　町では、臨時職員登録者を募集しています。
登録できる方▶平成２６年３月３１日現在で５９歳以
下の方
職　　種▶一般事務
業務内容▶事務の補助等
登録期間▶平成２７年３月３１日まで
※臨時の職が生じた場合、必要に応じて登録者の中
から選考し、期間を定めて採用します。
（臨時の職がない場合は、採用はありません）
勤務時間▶８時３０分～１７時１５分（週３日程度）
賃　　金▶日額５，８００円
※勤務時間、賃金とも、勤務内容により変更すること
があります。
応募方法▶市販の履歴書に必要事項（顔写真添付）
を記入し、応募期限内に企画総務課に提出。

問 合 せ▶企画総務課（☎５２－２１３６）

臨時職員登録者の募集和木町第５次総合計画（仮称）策定委員の募集

町職員を募集します

第１次試験▶９月２１日㈰
受付期限▶８月１５日㈮１７時１５分まで  ※郵送による申し込みの場合、締切日必着。
採用予定日▶平成２７年４月１日
問 合 せ▶企画総務課（☎５２－２１３６）
※和木町職員採用試験受験申込書は企画総務課（役場２階）にあります。また、町ホームペー
ジからもダウンロードできますのでご利用ください。

事務職

募集職種 募集人数 受　　験　　資　　格

若干名

若干名

若干名

若干名

技術職
（土木）

昭和６１年４月２日以降に生まれた方で、高等学校以上の学校を
卒業した方、または平成２７年３月卒業見込みの方。
昭和５４年４月２日以降に生まれた方で、土木関係の専門学科（高
等学校以上）を卒業した方、または平成２７年３月卒業見込みの方。
昭和６１年４月２日以降に生まれた方で、保健師資格を取得して
いる方、または平成２７年３月までに取得見込みの方。
昭和６１年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格及び幼稚園
教諭二種以上の免許を取得している方、または平成２７年３月ま
でに取得見込みの方。

保育士
（幼稚園教諭）

保健師

　町では、平成２８年度を初年度とした、まちづくりの基本的
な指針となる「第５次和木町総合計画」（仮称）を策定します。
この内容について協議していただく策定委員を町民の皆さんか
ら募集します。
応募資格▶
・町内に住所を有する２０歳以上の方
・任期の間に８回程度の会議に出席可能な方
募集期間▶８月１日（金）から９月２４日（水）
募集人数▶１０名程度（地域や年齢等を考慮のうえ決定）
任　　期▶平成２６年１０月から平成２７年１２月（予定）
そ の 他▶報酬等を支給します。
応募方法▶役場に備付またはホームページに掲載している応募
用紙に、必要事項をご記入のうえ、ファックスまたはメール
等で企画総務課へお申込みください。
問 合 せ▶企画総務課（☎５２－２１３６）
　　　　　　　　　　　（　５２－５３１３）
　　　　　　　　　　　（メール：somu@town.waki.lg.jp）
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